
文書作成システム E地メ入門

1 準 備

Linuxを 起動する。ホームデイ レク トリで lftpを使 ってサ
ーバ 157.118.89。2の TG…Loca1/tSuclli/DTP07

の下 にあるファイルを持 って くる (cd匡ヨ lftp 157。118。89。国 cd TGttLoca1/tSuchi匡 ∃

mirror DTP07極 ∃ exit匡ヨ )O DTP07と
い うデイ レク トリができているはずなのでそ こに移動 し (cd

DTPO可 ==⊃ 、CubiCO・ps,exampleO.tex,examplel.tex,latexO.dvi,latexmath.dvi,sample.dviと
い うファ

イルがあることを確認する (H王 ョ)。

xdvi latexO&匡∃ とすればこのプリントと同じものが画面でも見れる。その5ベ
ージ以降にさらに進

んだ酵恥メの使いかたが書いてあるので参考にしてほしい。

2 F恥 斉の基本

酵恥メ(ラテフ)は Donald Knuth(クヌ
ース)氏が作った 恥メ(テフ)という文書作成システムに Lcsh

Lamport(ランポート)氏がマクロを書き加えて使いやすくしたものである。ワ
ープロと違い、酵恥メ を使

うには mule等のエデイターでexampleO.texのようにtexという拡張子をもつ碓Xの ソ
ースファイルを作

り、'platex exampleO'としてコンパイルする。するとexampleO.dviのようにdviという拡張子を持った

ファイルが出来る。次に、これをxdvlというプレビュ
ーアーで画面に表示し、必要があれば、エデイタ

ー

でソースフアイルを修正してコンパイルするという作業を繰り返す。

夢恥メによる文書作成の流れ(下の図の *に は具体的なファイル名が入る)

一 * 北 e x

xdvi*&匡 ヨと mule*.tex&匠 ∃は

最初の一回だけ実行すればよい

く語
platex*匡∃としたときエラ

ーが出たり
思いどおりの結果にならないときは

muleで ソースファイル (*.tcX)を

修正して、再び1)latex*匠∃を実行する

原稿の作成と修正

mule   *.tex&

コンノヽイル

latex  *

プレビュー

xdvl  *&

ソースファイルは以下のような形式である。



＼dOCunlentdass卜4papettjart地に}
プリアンブル ( p r e a m b l e )

＼bCslll{dOCtll・ent}

本文

＼elld{CiOClimellt}

＼dOCumelltclassの後の 11の中にはa4paper,a4book,b5paper,twocolllmn,101)t,121)t等が、{}の中

にはarticle,jarticle,tarticle等が指定できる。

プリアンブルには印刷領域の大きさの変更やマクロの定義等のコマンドを書く。例えば、

＼Setlength{＼tcxtheight}{23c111}

とすれば、本文領域の高さが 23cmに なる。

%で 始まる行はコメントとして無視される。

例題 先ず、
'platex exampleq王

ヨ を実行 した後、exampleO.aux,exanlI)leO.dvi,cxaml)略
0.logという

ファイルができていることを確認しなさい(ls―l ex*E重])O
次に
'xdvi exampleO&匠

∃
'を実行してみなさい。(注:以後 platexを実行した後にxdvi exampleO&匡 ∃

を実行する必要はない。)さ らに muleで ファイル exampleO.texを 開き (muェe exampleO,tex&匡 ∃)、
一イテロ

＼dOCtimentclassta4pape対{jartiCle}
のい41)ape」をta4paper,twocolumnl,ib5book,12p司等と書き直して上書き保存し、ktermでコンバイル

(platex exampleO匡ョ)してどのような変化が起こったかみなさ
い。また、{jartiCle}を(tartiCle}と書

き直してコンバイルしてみなさい。

2行日から5行目1までの0/0を取って、行末尾の〈}の中の数値を変えてコンパイルしてみなさい。

10行日の＼alltl10r{}の(}の中を自分の名前に書き換えてコンパイルしてみなさい。11行日の先頭に

%を 付けてコンパイルしてみなさい。15行日
'°/。＼tableofcontents'の先頭の

0/0を取って二回コンバイルし

てみなさい。

コンパイル (PlateXを実行)し たとき、ソ
ースフアイルの中に間違いがあれば、次のようなエラ

ーメッ

セージが表示される。

!UndeFlned control sequcnce.

1・19＼hh
?

|の後がエラーの種類であり、1.19はエラーの位置である。この場合、

されていないという意味である。最後に ?が 出て入力をうながしている。

エラーを無視して 処理を続行するが、□ を押せば、 処 理を中断 する。

本文中の段落を変えるには空白行を入れる。改行するには＼＼を入れる。exampleO.tcxの20行日から25

行日までとプレビューを見比べればわかるであろう。

1カーツルが何行日にあるかは muleの 画面の下のモ
ー ドラインの中央から少し左に表示されている。

19行日の＼hhという命令が定義

ここでEnteI'ke対ギ |を押せば、

カーカ レを Ю 行弔 こ移動す叡 コま睡憂∃ 1 0□ と入力す
細 ゴよい (睡玉∃キ引 よキ

ーボー ド左Jこ あつ 。



3 文 字のスタイルとサイズ

文字の大きさと字体はかなり自由に変えられる。特に説明しなくても、ソ
ースフアイル exalll l ) l c O ` t e xの

30行日から35行目までとプレビューを見比べればわかるであろう。

数文字だけイタリックにしたければはit数文字}とすればよいし、何行かにわたってイタリックにした

ければ、その部分を、begin(it}と＼end{it}で囲めばよい。

演習 11)***.texというフアイルを作り(***には自分の学生番号の下 3桁 を入れる)、それをコンハイル

(platex p***)、プレビュー(xdVi p***&)したときにsarnple.dvi(xdvi SampldЧ王∃で表示)の1.

のように表示されるようにしなさい。尚、今後の演習はすべて p***.texというファイルの中に作りなさい。

4 数 式
′
聯 はもともと数式を簡単に美しく印刷するために作られたので、複雑な数式の表示はい1駐メの得意と

するところである。文章中に数式を入れるには 8と Sの 間に数式を書くためのコマンドを記述する。 本行

を使って大きく表示させるには SSと SSの間に記述する。

例えば、単|と 表示させるには
'S＼針aC{attb}{2}S'と書き、γあ と表示させるには

'S＼s(11｀t{ab}S'と書

けばよい。また、

ゲ≧続
と表示させるには

'SS＼針ac{attb}{2}＼geq＼Sqrt(ab}8S'と書けばよい。examplcO.texの中にいろいろな

数式の例を書いてあるので、それを参考にしてほしい。

行列等のように複数の数式を表のように並べたいときは arr叩 環境を使う。exaHll)leO.texの78行 日

から107行 目を参考にしてほしい。数式についてさらに詳しいことは latexnlath.dviをみてほしい (XdVi

latexmath&)。

演習 2 sallll)le,(lviの2.の 数式を表示させなさい。

表を作成するには tabular環境を使う。

＼begin(tabular}(CCICII}
一行 ウJ&一 行二列&一 行三列＼＼

＼llline

二行二列&二 行二列&二 行三列＼＼

＼Clld(tabular}

最初に簡単な例で説明する。ソ
ースフアイルに

と書いてコンパイルすれば、右上のように表示される。

＼besi11{tabular}の後の{}の中には1,c,rlが指定できる。1,c,

詰めを意味する。列と列の間に縦罫線を引きたければ |を指定する。

＼hlineを入れる。項目の間は&で 区切り、行の終には、＼を書く。

rは それぞれ左詰め、中央寄せ、右

行と行の間に横罫線を引きたければ



例題cxanlpleO.texの110行日の＼begiII{tabular}の後の{ll cclCCI}を{IIヽ11lrr}等と書き換えてコンバ

イルしてみて、結果がどうなるかみなさい。

複数の欄をぶち抜いて文字を表示したいときは、multiCOlumnコマンドを使う。このコマンドの
一般形は

＼muttiCOlumn{ぶち抜く欄の数}{項目の様式}{テキスト}である。例えば、右下のように表示させたけ

れば、
＼begill{tabular}(lciCiCiCI}

＼1 1 1 1 1 l e
一列&＼multiCOlllmll{3}{cl}(二列と三列と四列}＼＼

＼hline
一列& 二列& 三列& 四列＼＼

一
列 二列と三列と四列

一夢J 二列 三列 四 列

一列と二列 三列と四列

＼1 1 1 1 1 l e

＼1 l H l l t i C O l に1 1 1 l 1 1 { 2 } { l c l } { 一 列
と 二 列 } &＼ m u l t i C O l u m n { 2 } 〈

c } {二 列 と 四 列 }＼＼

＼1 1 1 1 1 l C

＼Cnd{tablllar}

とすればよい。

演習 3 exampleO.texの125行日から150行目までをp***.texにコピ
ー し、さらにそれを修正して

s a l l l p l e . d v iの3 .のように表示させなさい。

6  図

図を描くにはpicture環境を使う。exalnpleO.texの155行目のAsetlength{＼unitlellgth}{hIII11}'は単位

長の設定をしている。156行目の'＼begin{piCture}(60,80))の(60,80)は横60縦80の枠を作り、その中に

図を描画するということである。157行日の'＼put(40,75){＼cirCle*{2}}■ま左下を原点としてx=4()、卜千=75

の位置に半径2の円を描き、中を塗りつぶすという命令である。*を付けなければ、中を塗りつぶさない。

例題exampleO.texの155行目のAsetlengtll(＼unitlength}{lmmメのlmmを 21■l11と書き換えてコンハ

イルしてみなさい。次に、x=60,y=50の 位置に半径 5の 円を描きなさい。

7 補 足

このプリントでは説明していないが、化学式を書くこと、脚注や側注を付けること、
一部分だけ縦書にす

ること、箇条書き、右寄せ、文字を反転及び回転して表示することもできる。それらの例を
tcxanll北1,tex'

に載せてあるので参考にしてほしい。

レポー ト提出 1/9ま でにこのプリントの演習 (1.,2.,3.は必ずやること)の解答を載せた 狭Xの ソ
ー

スファイル (p**米.tcx)を添付した E―mallを

tsuchi(Ocs.tohoku―gakuin.acojp

へ送ること。その際、件名はレポー ト提出とし、本文に学生番号と氏名を書くこと


